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１．研究計画の概要 
 多様な動的パターン形成の問題を詳細に
理解するための大域分岐解析手法の確立と、
それに基づく自己生成パターンの予測・制御
を行う。時空間パターンをもつ反応拡散系の 
(1)大域分岐追跡アルゴリズムを構築し、 
(2)実験科学へのフィードバックを行い、 
(3)ウェーブ分岐まわりの普遍的な分岐構造
の解明を目標にする。 
 
２．研究の進捗状況 
 動的パターンの現れる振動場反応拡散系
に着目しそこで起きるウェーブ不安定化に
よる分岐解析を中心に研究を進めている。そ
の際に解が多重ホップ分岐で生じるのでト
ーラス型の分岐構造の追跡が必要になる。円
周上の問題の場合でも回転波だけでなく定
在波や異なるモードの含まれる変調波など
の擬似回転波が発生する。このようなものは
SO(2)対称な不変トーラス上の軌道として現
れる。これを SO(2)対称性で「割る」ことに
より、すなわち適当な進行波座標を用いるこ
とにより周期軌道として追跡が可能である
ことを明らかにした。さらに球面上のウェー
ブ不安定化の解析で必要な SO(3)対称な標準
形についてその分岐解析の研究を進めた。特
に次数１の不安定化が生じる場合に、すべて
の解が球面回転波もしくは球面スタンディ
ング波に収束すること、さらにそのどちらに
なるかが標準形から決定できることを明ら
かにした。加えて、球の対称性を崩すような
摂動を与えた場合に、どのような球面回転波
が選択されるかも議論した。これらのことは
生理学の問題などにも関連し、フィードバッ
クが期待される。また細胞極性の出現に関す
るモデルの定常解の分岐を調べて、非一様定

常解から振動解が現れることを見いだした。
非一様定常解からのホップ分岐は、３重退化
分岐として得られる場合があることが少し
ずつ明らかになりつつある。３変数の反応拡
散系が３重退化臨界点を生じる典型的なモ
デルであることもわかった。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）ウェーブ分岐の生じる複雑な状況の
中で SO(2)対称なものは追跡可能になった点、
球面回転波などの安定性が決定できるよう
になったことから実験科学へのフィードバ
ックが可能になった点などは目標の一部を
達成していると言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 ウェーブ不安定化における大域分岐追跡
をよりシステマティックに行う。可能であれ
ば、真にトーラス的な解の追跡も行いたい。 
 ３変数の反応拡散系における３重退化標
準形をより詳細に解析し、時間周期解だけで
なく挙動の全貌を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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